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岡山県土木部河川課

土砂の堆積や樹木の繁茂等により河道が大きく阻害され、またアダプト等の協働の管理にも支障が
あるような箇所（河道阻害部）について、掘削土の処分場確保や伐採木の処分等に協働の仕組みを
導入しながら掘削や樹木伐採を実施し、洪水被害リスクの即効的な軽減につなげる。

概　　 要

■イメージ図

現　況
河道が大きく阻害されており、
通常の維持管理では困難

将　来
流下能力確保のため、河道拡幅
や築堤実施

実施後
河道拡幅や築堤による
流下能力拡大には長時
間を要するため緊急的
な対応として掘削と
樹木伐採を実施。 樹木伐採掘　削

ふるさとの川リフレッシュ事業

①即効性
②協働の仕組みの導入
③協働の仕組みによるコスト縮減

効　　果

緊急的な取組

従来からの河川改修
●多大な事業費
●長期間

■事業実施前後

①施工前 ①施工後

②施工前 ②施工後

■協働の仕組み
例：ホームページを利用した発生木材の配布情報の提供

県では、河川の流れをよくするため、河川内の樹木を
必要に応じて伐採しています。
このたび、○○川などで伐採した樹木を住民の方々に
平茸の原木や薪などいろいろな用途に有効利用
していただくため下記のとおりご希望の方に無料で
提供します。

河川伐採木の有効利用

１ 日時

２ 場所
３ 樹木

平成○○年○月○日午前○時から
※無くなり次第終了します
○○
樹種：主にヤナギ
配布量：3,000本程度（長さ約1.0ｍから1.5ｍ）
※お持ち帰りは、お一人軽トラック1台分
　までとしてください。

記

発生木材配布状況写真

事業実施状況


